
    

 

   ２０１２年がスタートしました。思い返せば昨年度は本当に色々なことがありました。震災に始まり、原 

  発事故、それに伴う避難、そして被害、電力不足に伴う節約、国民全体の我慢、それにもかかわらず容赦な 

  く襲い掛かる異常気象と本当に大変な一年でした。異常気象は今に始まったことではありませんが、晩秋に 

  向日葵（ひまわり）が群生する光景は異常なものとして私の目に映りました。しかしながら、そんな状況の 

  中にあっても震災に遭われた方たちはじっと耐え忍び“復興”の二文字を合言葉に頑張っている姿を再三に 

  わたって見るにつけ、本当の強さを感じさせられました。だからこそ世界の人々が東北に熱いエールを送り 

  続けているのかもしれません。そういえば元日、２日の箱根駅伝往路・復路の闘いは圧巻でした。東洋大学 

  の総合優勝で終わりましたが、その時の柏原選手の言葉が心に残りました。 

   彼は、東日本大震災や福島第一原発の影響に苦しむ福島県いわき市出身。ふるさとへ明るい話題を届け、 

  ｢少しでも勇気が出たと言ってくれるのなら本当にうれしい｣ と 

  今回の駅伝にも臨み、山上りの五区で４年連続区間賞と三度目の                                  

  区間記録更新を達成し、チームを優勝に導きました。 走ること 

  で被災地に勇気を与え、自らも奮い立つ。｢僕が苦しいのは、た 

  った１時間ちょっと。福島の人たちを思えば、全然きつくない」 

  というその言葉には本当に心打たれました。自分にできることを 

  精一杯やり遂げようとする姿、見習いたいものです。 

   新年早々の雪景色。しばらくは冬の寒さにも耐えなければ・・・ 

   

  

    １／１８（水） 英語科研究協議会研究授業(１年３組、２年１組で英語の授        

            業公開)小中学校の先生方が多数参観に来られる予定です。 

            授業クラス以外は５限で下校となります。 

    １／２４（火） 全体研修会（２年２組で社会の授業公開） 

            授業クラス以外は１４：０５下校予定。 

    １／３１（火） 英語の授業でお世話になっているＹＥＦのデーヴィッド 

            先生による公開授業が予定されています。市内のＹＥＦ 

            の皆さんが参観にみえます。 

    (１月の主な行事予定) 

    １／１１（水） ３年実力試験 

    １／１２（木） 新入生説明会(体育館１３：３０～)   １／１８（水） 清掃・部活なし 

    １／１３（金） ３年学年末試験 ～１／１７（火）   １／２４（火） 清掃・部活なし 

    １／２１（土） 三泗小中書写展 ～１／２４（火）   １／２５（水） 清掃・部活なし 

    １／２３（月） 教育相談期間  ～２／１０（金） 
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（保護者の皆様へ） 

 

  四日市市役所 都市整備部 道路整備課から市道小山山田 

 線及び小山４号線の道路改良工事の着手の連絡がありました。                                      

  工事施工中、交通規制や工事用車両の出入り等において、 

 ご迷惑をおかけすることになりますが、安全に留意して登下 

 校させて頂きますようお願い致します。 

 

  １． 工事規制期間  

   平成２４年１月１１日（水)～平成２４年１月下旬(予定) 

 

  ２． 工事時間 

   昼間作業 ８：３０～ １７：００ 

    (作業の都合により、遅れる場合あり) 

                                       

  ３． 規制内容 

   作業時通行止（交通誘導員配備）歩行者のみ通行帯確保 

 

 

  

  冬休みに入る前にＰＴＡ地区総括委員ならびに本部役員の皆様には連絡をさせて頂きましたが、地区総括 

 会議を下記の通り開催いたします。ご多用とは存じますがご出席いただきますようお願い致します。 

 

  １． 日時 平成２４年１月１２日(木) １９：００～ 

  ２． 場所 西陵中学校 ３Ｆ パソコン室 

  ３． 内容 本部役員候補選出について／地区委員選出の依頼について 

 

   

  春の訪れにはまだ間がありますが、春に先がけて咲く花でいつ 

 も私を惹きつけてやまないものに蝋梅（ろうばい）があります。 

  その名の通り、薄い黄色の花びらがまるで蝋細工のようです。 

 一見して紅梅や白梅のような華やかさはありませんが、その存在 

 を際立たせるものとして香りがあります。古来、その香りゆえに 

 梅の花は愛されてきました。けれども紅梅や白梅に比べたら蝋梅は地味な存在と言えるでしょう。そんな 

 花ですが控えめな中にも、しっかり自分という存在を示せる、そんな蝋梅に私は惹かれます。できれば、 

 本校生徒一人ひとりがそんな存在であってほしいとも考えます。 
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